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中山山脈の文化を探る ③ 
津 軽 考 古 学 会 

会 長 秋 元 省 三 

坂上田村騰将軍は寺院ばかりでなく、たくさんの神社

をも勧請したのである。津軽の各地にある有名な神社

の縁起をみるとたいてい大同 2年田村麿勧請とあるの

はその辺の消息を物語るのではないでしようか． 

この山脈中にはいたる所に先住民族の住居助碑つ、たて

穴、遺物のl士」る土地があり、考古学の宝庫と呼ばれて

おり、馬神山の下にある十三森などもその一例である

最近、役の行者の遺物だと称するものが飯詰の山奥か

ら掘りl士はれたというものがあるが、これは甚だいか

がわしいもので、これは役の行者のものというより、 

むしろ十三千坊の遺物と見た方が正しいよカに思われ

る。山脈の中腹から麓にかけての間に数箇所の寺屋敷

と呼ばれている所があるが、それは十三千坊や高野千

坊の跡と解釈したいものである高野の真言院跡や原子

の浄願寺（今は秋田市下寺町にある）跡、長老長根の 

「テラコ」 と呼ばれる所がそれである。法然上人は；念

仏宗をひろめるために多くの弟子を諸友に派遣したが

その中の一人石垣金光坊を東北に派遣した。 

金光坊が津軽に入つたのは建保元年五月中旬だとされ 

“ている。金光坊は津軽合浦の浜の寒村、阿弥陀J1に三如

来の尊像を拾い、この尊像を背負い中山山脈の発珠山

に登つたところ、」二え前から焚珠山に住んでいた修験宗

道場応身院の住持忍玄坊とはげしい法論をした後山を

下りて浪岡、藤崎等に伝導し、最後に浪岡の馬捨場の

草庵で死んだといわれている。そしてこの阿弥陀像は

今は弘前Hう新寺町の西光寺に安置されてあり、県文化

財に指定されています。 

発行所 五所川原市役所 
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将
来
の人
間
、
住
む
環
境
と
して
の

都
市
と
い
う
も
の
を
ど
のよ
う
な
も
の

と
し
て
造
つ
て
ゆ
く
べ
き
か
、将
来
さ

ら
に
生
産
力
の発
展
と
技
術革
新
のス

ピ
ー
ド
が
早
く
な
る
に
従
つ
て
、五
〇

年
か
か
つ
て
お
こ
な
われ
て
い
た
こ
と

が
、
十
年
あ
る
い
は
五
年
で
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
つて
い
る
が
、
そ
う
い

う
変
化
を
ふ
り
か
え
つ
て
み
て
、
こ
れ

か
ら
さ
き
、
わ
れ
わ
れ
は
一
体ど
の
よ

う
な
都
市
を
つく
つ
て
い
つ
た
らよ
い

の
か
と
い
うこ
と
が
非
常
に重
要
な
問

題
に
な
つ
て
き
て
い
ま
す
も
と
も
と
都

市
と
い
ろ
も
の
は
、
そ
の
軸
と
す
る
道

路
と
か
、
公
共
施
設
宅地
に
お
け
る施

設
等
の
構
成
要
素
が
随
時
あ
た
ら
し
く

建
て
ら
れ
変
化
し
て
ゆ
く
と
い
う
形
で

発
展
し
て
き
で
お
り
ます
。
 

し
か
し
現
在
で
は
ワ
ク
組
み
自
体
が

た
え
ず
休
系
的
、
構
造
的
に変
革
を
せ

ま
ら
れ
る
時
点
に
き
て
い
る
と
い
わ
れ

レ
か
も
そ
の
構
造
的
な
ワク
組
み
の
再

機
成
は
相
当
な
ス
ピ
ー
ド
で
も
つ
て
要

求
さ
れ
る
で
あ
ろ
うと
い
う
の
が
今
後

の
都
市
構
造
講
展
の
み
と
お
しで
あ
り

ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
現
状
で
あ
り
ま
す
の
で

当
市
で
も
将
来
の
明
る
く
住
み
よ
い
五

所
川
原
市
建
設
計
画
を
た
てる
た
め
、
 
 

か
ね
て
「
都市
建
設
総
合
計
画
研究
会
 

」
（
総
括
、
東
京
大
学教
授
高
山
英
華

氏
）
に
依
頼
して
い
た
と
こ
ろ七
月
一
一

十
五
二
十
大
の両
日
、
工
学
院
大
学
教

授
工
学
博
士
大
庭
常
良氏
、
日
本
大
学

敢
授
小
島
重次
氏
、
宅
地
開
発
研
究所

山
本
亘
氏
が
来
市
し
基
礎
調
査
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
 

こ
の
調
査
は
将
来
の
五
所
川
原
市は

ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と

を
、
土
地
利
用
の
面
、上
、
下
水
道
、
 

農
業
用
川
排
水路
、
観
光
資
源
の
開
発

周
辺
農
村
と
商
店
街の
発
展
万
向
、
公

共
施
設
の
配置
計
画
等
各
万
面
か
ら
検
 
 

討
し
、
急
速
に
発
展
す
る現
代
社
会
の

中
に
お
い
て五
所
川
原
市
が
ど
の
よ
う

な
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
く
べ
き
か

の
万
向
づ
け
を
お
こ
なう
と
す
る
も
の

で
す
。
 

ま
ず
当
市の
現
状
あ
るい
は
問
題
点

将
釆
の
構
想
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

市
内
全
域
を現
地
調
査
し
、あ
わ
せ
て

周
辺
農
村
と
の
結
び
つ
き
が
ど
の
よ
う

で
あ
る
か
を
み
る
た
め
、金
木
、中
里

市
浦
、
車
力
、
木
造
の
各
町
村
を
つ
ぷ

さ
に
調
査
し
て
一
応
帰
京
レた
が
、
資

料
を
細
部
に
わ
た
つ
て検
討
し
た
上
、
 

意
見
調
整
を
図
り
な
が
ら
明
年
」
月
末

頃
ま
で
に
一応
の
基
本
計
画
をま
と
め

る
予
定
に
な
つ
てお
り
ま
す
。
 

（写
真
ー
調査
団
一
行
）
 

市
営
住

宅
四

四
戸
 

建
設
に
着
手
 

市
民
生
課
で
は
3
8年
度
建
設
計
画
の

市
営
住
宅
第
一
種
十
二
戸
、算
一
種
三

十
一
戸
の
建
設に
着
手
しま
し
た
。
 

請
負
者
は
第
一
種
が
櫛引
建
設
、第

二
種
は
雨
森
建
設
で
十
一
月
末
に
は
そ

れ
ぞ
れ完
成
す
る
予
定
で
す
。
 

な
お
入
居
申
込
は
九
月
上
旬
か
ら受

付
す
る
予
定
で
す
か
ら入
居
希
望
者
は

申
込
み
ね
がい
ま
す
。
 

申
込
．
は
市役
所
民
生
課
にあ
り
ま

す
。
 

津
軽
の
虫
送
り
 

労
音
友

交
祭
で

紹
介
 

第
三
回
東
北
労
音
友
交
祭
は
」
百
か
ら

五
日
ま
で
十
和
田
湖
畔
で
東
北
六
県
か

ら
一
二
〇
〇
名
の会
国
が
参
加
し
て
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
五
所
川
原
芸
侃

で
は
こ
の
友
交
祭
2
三
〇
〇
年
も前
か

ら
津
軽
地
方
に
伝
わ
る
「
虫
送
り
」を

紹
介
し
ま
し
た
。
 

ラ
イ
タ

ー
の
 

忘
れ
も
の
 

八
月
七
日
中
央
公
民
舘
で
お
こ
な
わ

れ
た
「
而
代
議
士
全
快
祝
賀
会
A
場
に

ガ
ス
ラ
ィ
タ
ー
を
忘れ
た
人
が
あ
りま

す
が
、
市
役
所
秘
書
企
則
課
で
保
管
し

て
お
り
ま
す
。
 

お
こ
こ
ろ
あ
た
りの
方
は
お
いで
く

だ
さ
い
。
 

市
総
合

都
市
計
画
 

基
礎
調
査
は
じ

ま
る
 

大
庭
教
授
一
行
来
五
 



任
期
満
了
に
と
も
な
う
市
議
会
議
員

選
挙
は
八
月
一干
八
日
告
ホ
、九
月
七

日
投
票
日
と
市選
挙
管
理
委
員
会に
お

い
て
決
定
し
ま
し
た
。
 

市
議
会
麟
員
選
挙
に
私
た
ち
市
民
に

と
つ
て
いち
ば
ん
み
じ
か
な
そ
して
一

番
た
い
せ
つな
選
挙
で
あ
りま
す
。
有

権
者
の
み
な
さ
ん
の
良
識
と
自
覚
にJ
 

つ
て
義
理や
縁
故
に
惑
わさ
れ
ず
明
朗

清
潔
な
選
挙
を
お
こ
な
いま
し
よ
う
。
 

不
在
投
票
は
 

ニ
十
八
日
か
ら
 

選
挙
投
票
日

（
九月
七
日
）
めむ
え

な
い
用
務
や
事
故
の
た
め
どう
し
て
も

投
票
の
で
き
な
い
人
は
告
示の
喫
あ
 

川
 
る
八
月
二
十
八
日
か
ら九
月
六
日
ま
で
 

画
 
の
間
に
直
接選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
 

一
 

（市
役
所
内
）
に
お
い
で
に
な
つ
て
不
 

】
 
在
投
票
を
お
こ
な
つ
てく
だ
さ
い
．
 

ュ
 
”
 

U
g
場
合
官
公
庁
、会
社
な
ど
に
動

一
 
務
し
て
い
る
人
は
所
属
長
の証
明
書
を
 

m
 
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
つぎ
の
病

岬
 
院
に
入院
し
て
い
る人
は
そ
刀病
院
で

一
 
不
裏

票
が
出
来
ま
す
。
 

政
 
【
 
市
立西
北
中
央
病
院
、同
敷
島
分院
、
 

”
 
増
田
病
院
。
 

入
場
券
は
 

と
ど
き
ま
し

た
か
 

基
本
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
の
入場
券
は
十
三日
各
家
庭
に
配
 

高
血
圧
と
お
酒
 

市
立
西
北
中
央
病
院

第
二
内
科
医
員
 

安
田
 

準
三
 

人
注
と
お
酒
、こ
れ
は

き
つ
て
もき
り
は
な
せ

な
い
関
係
深
い
も
ので

す
。
お
祝
に
もお
酒
、
 

悲
し
み
に
も
お
酒
で
あ

り
ま
す
．
 

私
は
こ
の
世
の中
で
酒

の
飲
め
な
い
ぐ
らい
か

わ
い
そ
うな
人
間
は
な
 

い
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
内
科医
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補
充
二
 
‘
ー
 ‘
ー
 

2
2日
か
ら
2
6日
ま
で
 

市
選
挙管
理
委
員
会
で
は
市
議選
の

補
充
選
挙
人
名
簿
の
調
製期
日
な
ど
に

つ
い
て
つぎ
の
と
お
り
決定
し
ま
し
た

①
補
充
選
挙
人名
簿
調
製
現
在
期日
八

月
一
干
一
日②
申
請
期
間
八
月
一
干一
一

日
か
ら
二十
大
日
ま
で
③
調
製
期
間
八

月
一
干
七日
か
ら三
十
日
ま
で
④
縦
覧

期
間
、
異
議
申
出期
間
八
月
三
十
一
日

か
ら
九
月
一百
ま
で
⑤
異
議申
出
決
定
 

市

農
業

委
員
会
 

会
長
に
木
村
三
太
郎
氏
 

推

せ
ん

委
員

も
決

定
 

市
農
業
委
員
会
で
は
二
日
中
央
公
民
 

戸
丑
五
郎

（
栄農
協
）
、
成
田
千
義
（
 

舘
で
組
織
会
を
お
こ
な
い
、
会
長
、
各
 

梅
沢
農
協）
、
」
王
光男
（
七
和
農
協

部
会
長
等
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

）
、
長
尾
豊
三
郎
（
長
柵
農
協）
、
工

会
長
木
村三
太
郎
（稲
実
）
 

藤
幸
八
（
境
山開
拓
農
協）
、
太
田
利

会
長
職
務
代
理
者
成
田
久
雄
（
野
里
）
 
通
（
飯

詰
農
協
）
、
賀
谷
吉
夫
（
飯詰

農
地
部
会
長
小
坂
源
逸
戸
沢

）
農
地
 

第
一
農
協）
、
成
田
永
一
郎
（
興
隆
開

部
会
長
職
務
代
理
者
平
山
日
出夫
（
元
 

拓
農
協
）
、
白
川
勝
四
郎
（
嘉
瀬農
協
 

町
）
農
業振
興
部
会
長
小
野
秀
雄
（
一
 

）
、
北
川
一
郎
（
嘉
瀬
産
改
農
協
）
、
 

野
坪
）
、
展
業
振
興
部
会
長
職
務
代
理
 

泉
谷
正
志
（
北五
拓
殖
農
協
）
、藤
森

者
新
谷
光
男
（
前
田
野目
）
 
万
四
郎
（
北
津

軽
酪
展
協）
、
外
崎
義

ま
た
農
協
、
共
済
組
台
、
市
議
会
の
 

雄
（
三
好
農
協）
、
寺
田
市
太
郎
（松

推
せ
ん
委
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

島
農
協
）
、渋
谷
正
夫
（
松
島
第
一
農
 

葛
西
敏
男

（五
所
川
原
農
協
）
、
中
 

協
）
、
高
橋
金
四
郎
（
水
野尾
農
協
）
 

谷
庄
左
工門

（
五所
川
原
開
拓農
協
）
 

太
田
源
之
亜
（
松
島
共
済）
 

小
栗
山
作
太
郎
（
川除
第
一
農
協
）
、
 

△
市
議会
推
せ
ん委
員
柳
原
与
四
郎
（
 

和
田
善
七
（
中川
農
協
）
、
奈
良
長
之
 

飯
詰
）
、
白
戸
平
次
郎
（
七
ッ
舘
）
、
 

助
（
中
川第
】
農
協
）
、
佐
藤
直
太
郎
 

小
田
桐
久
右
工
門
（
栄
町
）
、
小
野
秀
 

（五
市
共
済
）
、
三
浦
金
五
郎
（
川
除
 
雄
（

一
野坪
）
、
千
葉
幸
助
（
下
平
井
 

農
協
）
、
木
村
善
吉
（
栄農
協
）
、
一
 

町
）
 

と
し
て
、
高
皿
圧
の
患
者
に
質
問
さ
 

ず
関
係
な
い
と
み
てさ
し
つ
か
え
な
 
ー
 

れ
る
の
が
酒
で
あ
り
ま
す
。
血
圧
の
 

い
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
す
。
た
だ
し
 
】
 

高
い
人
が
と
くに
酒
の
こ
と
を
気
に
 

こ
の
高
皿
圧
は
良性
高
血
圧
の
場
合
 

」
 

す
る
の
は
最
もな
話
し
で
す
。
さ
て
 

で
悪
性
高
血
圧
の
場合
に
は
勿
論
禁
 
（
 

そ
れ
で
は
ど
っい
う
も
ので
し
よ
う
 

酒
を
す
す
めま
す
．
 

』
 

か
。
 

問
題
は
飲
み
方
で
 
は
し
ご
酒
を
し
 
『
 

あ
る
有
名
な
病院
長
の
こと
ば
を
か
 

た
り
、
さ
わ
い
だ
り
あ
ば
れ
た
り
、
 
”
 

り
る
と
、酒
は
高
血
圧
と
関
係
あ
る
 

興
奮
し
た
り
す
る
の
が
、
脳
溢
皿
に
 
？

に
は
ち
が
い
ない
が
、
し
か
し
分
量
 

な
る
危
険
状
態
な
ので
す
。
 

～
 

が
非
常
に
関
係
し
て
、
大
量
に
こ
と
 

飲
ん
で
ぐ
つす
り
ね
む
る
の
で
あ
れ
 
』
 

に
ハ
シ
ゴ酒
を
す
る
人
は
確
かに
高
 

ば
翌
朝
の
気
分
も
よ
く
、
む
し
ろ
つ
 
り
 

血
圧
が
多
い
との
こ
と
で
す
。
 

ぎ
の
日
の
仕事
に
は
り
き
つ
て
精
だ
 
『
 

し
か
し
中
等
量
（
一日
、
日
本
酒
ニ
 

ゼ
る
こ
と
と
思
いま
す
．
 

m
 

合
位
）
を
タ
食
あ
る
い
は
、
そ
の
あ

と
で
親
し
む
と
い
う
ぐ
ら
い
で
は
ま
 
 

作
九
月
「
百
⑨伽
足
期
日
九
月
四
日
 

ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
 

百
日
セ
キ
の
混
合

ワ
ク
チ
ン
予
防授

種
ニ
回
目
、
三
回

目
の
日
程
が
きま
 

り
ま
し
た
。
 

旧
五
所
川
原
、小
 

曲
地
区
（
市立
西
 

一T
 

接
 
北

中
央
病
院
講
堂
 

フ
 

）
一
一
回目8
月
2
7
 

ジ
 
日
、

三
同
目
9
月
 

一
 

1
3日
、
栄
地
区
（
 

一ー
 
栄
支
所

）
二
回
目
 

8
月
2
8ロ
、二
回
目
9
月
1
6日
、
梅
沢

地
区
（
梅
沢
支
所）
二
回
国8
月
2
9日
 

9
月
1
7日
、
中
川
地
区
（
中川
支
所
）
 

二
回
目
8
月
如
日
、
三
回
目
9
月
1
8日

三
好
地
区
（
三
好診
療
所
）
二
回
目
9
 

月
2
日
、
三
回
国
9
月
1
8日
、
七
和
地

区
（
羽
野
木沢
小
学
校）
一両
目
9
月
 

3
日
、
三
回
目
9
月
2
0日
、
長
橋
地
区
 

（
長橋
支
所
）
二
回
目
9
月
4
日
、
三

回
目
9
月
2
3日
、
毘
沙
門
地
区
（
毘
沙

門
小
学
校）
二
回
目
9
月
5
日
、
三
回

目
9
月
2
5日
、
松
島
地
区
（松
島
支
所
 

）
ニ
回
目9
月
6
日
、
三
回
目
9
月
2
6
 

日
、
飯
詰
地
区
（
飯
詰
支所
）
二
回
目
 

9
月
9
日
、
三
回
目
9
月
2
7日
、
全
地

区
都
合
に
よ
り
接
種
で
き
な
か
つ
た人

は
市
立
西
北
中
央
病
院
講
堂
で
二
回目
 

9
月
1
1日
、
三
回
目
9
月
3
0日
実
施
し

ま
す
。
各
地
区
と
も
時
間
は
午後
一
時

か
ら
三
時
ま
で
です
。
 

J
・
 

不
動
公

園
 

清
掃
に

奉
仕
 

飯
詰
伝
助
町
の人
A
 

市
内
飯
詰
伝
助町
町
囚
会
で
は
十
三

日
午
前
七
時
半か
ら
会
員
総
出
で
不
動

公
園
の
清
掃
泰
仕お
こ
な
い
ま
した
。
 

こ
れ
は
町
をき
れ
い
に
し
よ
う
と
い

う
運
動
の
ー
つと
し
て
昨
年
の
八
月
か

ら
町
内
の
有
志
横
山
チ
ト
エ
さ
ん
（3
5
 

）
が
お
んど
を
と
つ
て
始
め
た
も
の
。
 

会
員
た
ち
は
朝露
を
踏
ん
で
草
取
り
や

刈
り
払
い
に
汗
を流
し
て
い
た
。
 

十
時
ご
ろ
から
は
飯
詰
地
区
の
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ十
数
人
も
清
掃
に
参
加

こ
の
善
意
を
耳
に
し
た
佐
A
木
市
長
も

駆
け
つ
け
労
を
ね
ぎ
ら
つ
た
．
 

★
 

★
 

市

議
会
議

員
選
挙
 

投
票
日
は
来
月
七
日
 

布
し
ま
し
た
．
も
し
入
場
券
の
と
ど
か

な
い
人
は
至
急
選
挙
管
亜
委
員
会
に
照

会
し
、
名
簿
も
れ
あ
つ
た
と
き
は八
月

二
十
二
日
か
ら二
十
大
日
まで
の
補充

選
挙
人
名
簿登
録
甲
請期
間
中
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
 

リヤ・百日セキ 

接種 日程 



会期中の 人出22万 

夏まつりおわる 

華だつた花火 

市
内
で
初
の
 

空
中
農
薬
撤
布
 

⑧
 

こ
と
し
の
春
か
ら準
備
を
進
め
て
お

り
ま
した
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
に
よる
水
稲

の
薬
剤
撒布
を
八
月
七
日
、
八
日
の
一
一

日
間
」
辱
地区
二
百
六
十
三
ヘ
ク
タ
ー
 

ル
に
実
施
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
」
好
農
協
（
組合
長
開
米佐

太
郎
氏
）
が
主体
と
な
つて
市
が
こ
れ

に
協
力
し
、県
の
指
導
に
よ
つ
て
お
こ

な
わ
れた
も
の
で
、
将
来
ま
す
ま
す増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
七

日
午
前五
時
」
干
分
ェ
ン
ヂ
ン
の
音
も

高
ら
か
に
地区
農
民
の
夢
と
期
待
を
の

せ
て
飛
びた
つ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
し
（
東

京
成
電鉄
K
K
所
属
）
は
、
朝
露
に
ぬ

れ
て
ひ
と
し
お
あ
ざ
や
かな
稲
の
緑
り

を
、
み
る
み
る
うち
に
濃
霧
のよ
う
な

有
機
水
銀
粉
剤
の中
に
つ
つ
ん
で
い
つ

た
。
 

こ
の
日午
前
十
時
三
十
分
ま
で
の
散

布
面
積
百
五十
七
ヘ
クタ
ー
ル
で
、地

域
の
人
た
ち
も
そ
の能
力
に
お
ど
ろ
い

て
い
ま
した
。
 

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
薬
剤
撒布
量
は
水

銀
粉
剤
を
一
回に
百
四
十
キ
ロ
積
み
、
 

政
 
《
 
僅
か
七

ー
八
分
で
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
散
布
 

で
き
る
と
い
う
も
の
で
、動
力
の
一
日

市
 
〉
 
二
十

ー
〒

ア
ー
ル
に
く
ら
べ
て
約千
 

一
好
地
区
水

田
で
 

培
の
威
力
を
も
つて
い
ま
す
。
 

ま
た
手
廻
し
、
あ
る
い
は
動
力
で
お

こ
な
つた
場
合
に
は
、む
ら
が
で
き
て

薬
害
を
誘
発
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
たむ

十
七
と
一
十五
％
の
も
の
よ
り
撤
布
で

き
ま
せ
ん
が
、空
中
撤
布
の
場
合だ
と

む
ら
が
な
く
平
均
に
撤
布
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
三
十
％
の
効
きめ
の
高
い
も
の

が
使
用
で
き
ると
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

こ
の
稲
導
に
早
朝
か
ら
五
所
川
原
農

業
改
良
普及
事
務
所
で
は
大
谷
所
長
ほ

か
大
人
、
市
か
ら
岩
舘
助
役
、
木
村
農

商
工
課
長
ほ
か
係
員
ら
が
あ
た
り
ま
し

た
。
 

八
日
は
霧が
深
か
つ
た
た
め
午
前
六

時
か
ら
開
始
十時
ま
で
に残
り
の
百
大

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
撤
布を
お
こ
な
いま
し

た
午
後
一
時
か
ら
撤
布
結
果
を調
査
レ

現
地
で
検
討
会を
開
い
た
が
、
関
係
者

全
員
が
予
想
以
上
の
好
成
積
だ
つ
た
と

認
め
て
い
ま
す
、
 

二
日
間
の薬
剤
便
用
量
お
よ
び
経
費

な
ど
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
 

撤
布
回
数
四
七
回
（
一
回
分
一
四
〇

キ
ロ
）
で
総
散
布
量
六
、
五
八
〇
キ
ロ

撤
布
時
間
九
時
間
で
撤
布
面
積
二
六
三
 

ー
ヘ
ク
ター
ル
、
一
〇ア
ー
ル
当
り
の
 
 

撤
布
量
ニ
、五
キ
ロ
と
な
つ
て
い
ま
す

一
〇
ア
ー
ル
当
りの
経
費
は
撤
布
料

一
二O
円
、
空
輸
費
（
東京
か
ら
青
森

県
ま
で
の
飛
行
料
金
）
一
三
〇
円
薬
剤

費
一
二
〇
円
、
雑
費
一
〇
円
で
会
計
」
1
 

八
〇
円
と
な
つ
て
お
り
ま
す
が
、
製
m
 

料
、
空
輸
費
は
撤布
面
積
に
よ
つて
若

干
変
動
し
ま
す
．
 

夏
の
風
物
、
ね
ぷ
た
ま
つ
り
を
中
心

に
全
市
を
舞
台に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た

五
所
川
原
夏
ま
つ
り
は
四
日
岩
木
川河

畔
に
七万
の
見
物
人
を
集
め
て
お
こ
な

わ
れ
た
花
火大
ム至
、ふ
た
を
あ
け
ま
し
 

い

日
には
恒
例
の
彩
川
原
おど
り
 

が
婦
人
会
、商
工
会
議
所
、
市
役
所
か

皇

〇
〇
〇
名
が
参
加
、
ゆ
か
た
に
す

げ
笠
姿
の
佐
々
木
市長
、
原
商
工
会
議
 
 

所
会
助
を
先
頭
に
市
内
を
パ
レ
ー
ド
、
 

北
斗
グ
ラ
ン
ド
で
大
、踊
祭
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
 

ま
た
大
日
は
北斗
グ
ラ
ン
ド
を
会
拐

に
西
北
五
小
中高
校
の
土
ハ
校
、
一
一
一

〇
〇
名
参
加
の
鼓
笛隊
、
ブ
ラ
ス
パ
ン

ド
大
演
奏
会
な
ど
数
大
の
行
事が
あ
つ

て
七
日
ね
ぷ
た
合
同
運
行
で
四
日
間
の

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
 

な
お
商
工
会
議所
で
は
期
間
中
の
人

出
を
二
十
二
万
人
と
い
つて
い
ま
す
。
 

く
S
・
・
I
％「・
，一
二
：
、
J二
一（
 

映
写

機
貸

出
ま

す
希

望
者
は
公
民

舘
に
 

中
央
公
民
舘
で
は
つ
ぎ
の
要
項
に
よ

り
ピ
ク
タ
ー
十
K
II
Iリ映
写
機
お
よ
び
 

U
s
I
s
映
圃
フ
イ
ル
ム
タ
賃
出
い
た

し
て
い
ま
す
。
 

一
、貸
出
す
る
機
材
は
ピ
ク
タ
ー
十

大
ミ
リ
映
写
機
、
U
s
I
sフ
イ
ル
ム

付
属
品
一
式
。
 

パ毒
 
ニ
、
貨
出
料
は
無
料
で
す
。
 

貸
出
の
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

の
は
公共
団
体
、
民
間
団
体
で
団
体
鑑

賞
を
お
こ
な
う場
合
を
原
則
と
し
個
人

ま
た
は
営利
上
の
目
的
及
び政
治
活
動

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

機
材
の
貸
出
し
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
は
五
所
川
原
4
1央
公
民
舘
長

あ
て
に
貸
出申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

須
藤
五
警
署

長
 

本
部
警
備
部

長
に
 

県
警
察
本
部
は
十
日
付
で
異
動を
発

表
し
た
が
五
所
川
原
警
察
署
長
須
藤
勝

栄
氏
は
県
響
本
部
警
備
部
長
兼
外
動
課

長
に
栄
転
さ
れ
ま
した
。
 

ま
た
須
藤
氏
の
後
任
は
県
警
本
部
防

犯
課
長
の
風
晴
善
一
氏
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。
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陸
上
は

男
女
七
和
優
勝
 

青
年
大

会

終
る
 

ユ
 

市 政 

市
胃
年
団
協
議
会
、
市
教
育
委
員
会

主
催
の第
五
回
五
所
川
原
市
青
年
大
会

は
十
日
、十
一
日
の
一百
間
北
斗
グ
ラ

ン
ド
、五
農
校
～五
中
校
で
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
各
舶
目
の
成
積
は
つ
ぎ
の
と

お
n
で
す
。
 

な
お
今
大
会
の
上
位
入
賞
者
は
来
月

七
、
八
日
の
両
日
大
鰐
町
で
お
こ
な
わ

れ
る
県
大
会に
田
場
す
る
予定
で
す
。
 

〇

陸
上
競
技
 

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
男
子
 

①
福
士
鉄
一
郎
（栄
）
②
木
村
昭
次
（
 

梅
沢
）
 

大
〇
メ
ー
ト
ル
タ
子
 

①
小
山
内
セ
ル
（梅
沢
）
②
」
編
良
子
 

（
七
和）
 

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
 

①
新
谷
武
一
（
七和
）
②
斉藤
岩
夫
（
 

七
和
）
 

一
五
〇
〇
メ
ー
トル
 

の
川
浪
和
彦
②
三
浦
八
三
郎
（
飯
詰
）
 

一
〇〇
メ
ー
ト
ル
女
子
 

①
笠
井
礼
子
（
中
川
）
②
大
坂恵
美
子
 

（
七
和）
 

三
段
跳
男
子
 

①
古
川
輝
秀
（
飯
詰）
②
前
田栄
治
（
 

梅
沢
）
 

走
高
跳
男子
 
 

①
野
呂
勝
四
郎
（
悔
沢
）
②
石
黒昭
広
 

（
梅
沢）
 

走
高
跳
 
女
子
 

①
新
谷
栄子
（
七
和）
②
岩
淵
ユリ
子
 

（栄
）
 

五
の
〇
〇
メ
ー
ト
ル
 

①
高
橋
喬
〔
七
和）
②
葛
西
勝
蔵
（
「
一
 

好
）
 

砲
丸
投
 
男
子
 

①
沢
田
弘
（
毘
沙門
）
②
新
谷
武
一
（
 

七
和
）
 

砲
丸
投
 
女
子
 

①
太
田
秀
子
（
毘
沙
門）
②
佐
藤
久子
 

（
七
和
）・
 

走
巾
跳
 
男
子
 

①
古
川
輝
秀
（
飯
詰）
②
前
田
栄
治
（
 

梅
沢
）
 

走
巾
跳
 
女
子
 

①
笠
井
礼子
（
中
川
）
②
」
肩
良子
（
 

七
和
）
 

一
〇〇
〇
〇
メ
ー
ル
 

①
高
橋
喬
（
七
和）
②
斉
藤
清
光
（
七
 

和
）
 

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
リ
レ
1
女
子
 

①
七
和
②
中
川
③
梅
沢
 

ス
ェ
ー
デ
ン
、リ
レ

ー
男
子
 

①
七
和
②
栄
③
中
川
 

得
点
男
子
 
①
七
和
②梅
沢
③
中
川
 

得
点
女
子
 
①
七
和
②
中
川
③
梅
沢
 

か
 
て
 
。
い
「
に
『
 

好
 

相

撲
 
軽
量
級
①
小
野
功
（
「
好
 

）
②
一
戸
冨
夫
（
三
好）
 

中
量
級
 ①
長
尾
鉄
造
（
三好
）
②

木
村
喜
三
（
梅
沢）
 

重
量
級
 
①
沢
田
弘
（
毘
沙
門
）
ゆ

岩
淵
智
一
（
栄）
 

卓
球
 
団
体
戦
 
①
五
所川
原
②

飯
詰
③
梅
沢
 

個
人
男
子
 ①
古
川
秀
美
（
飯
詰）
 

②
神
武
美
（
五所
川
原
）
 

個
人
女
子
 
①
永
寿
礼子
（
五所
川

原
）
①
成田
節
子

（
五所
川
原
）
 

業

首
 
軽
量
級
①
高
橋繁
芳
（
松

島
）
②
吉
田
光
義
（松
島
、
 

中
量
級
 
①
毛内
博
明
（
松
島）
②

下
山
博
泰
（五
所
川
原
）
 

重
量
級
 ①
小
野
忠
治
（
松
島
）
②

毛
内
功
（
松
島）
 

剣

道
 
①
石
黒
邦
診
（梅
沢
）
 

美
術

展
 
写
真
 
①
木
村
昭
次
（
 

梅
沢
）
②
木
村喜
造
（
梅

沢
）
 

生
活
技
術創
作
展
 
関
幸技
（
梅
沢
）
 

音

楽
 
（
台
唱
）
 

五
所
川
原
青
年
団
 

田
中
さ

ん
無
料

散
髪

又
五
で

は
洋
服
を
 

市
内
本
町
の
シス
タ
ー
理
容室
（
経

営
者
田
中
慶
作
さ
ん
）
で
は
こ
のほ
ど

市
福
祉
事
務
所
を訪
れ
、
生
活
保護
家

庭
の
学
童
全
部
を
無
料
散髪
す
ると
申
 
 

し
川
ガ
』
り
 
し
た
 

．」た
十
H
に
ら
本
聞
v
片
」
眼
盾
（
 

佐
4
木
彦
太
郎
さ
ん
）
で
は
電
服
十
着

を
寄
託
しま
し
た
。
同
所
で
は
生活
保

護
家
庭
に
贈
る予
定
で
す
．
 

五
農
相
撲
部
 

全
国
高

校
初

優
勝
 

さ
る
七
月
二
十
七
日
、
大
阪
府
立
体

育
舘
特
設
相
撲
場
で
お
こ
な
われ
た
第

四
十
一
回
全
国
晶
校
和
撲
大
会
で
初
の

優
勝
を
と
げ
た
五
曇
同
相
撲
部高
橋
監

督
以
下
選
手
団
は
一
日
午
後
一
世
一
十

分
五
所
川
原
駅
に
到
着
しま
し
た
。
 

駅
に
は
矢
野
五
農
校
長は
じ
め
佐
A
 

木
市
長
、増
田
体
協会
長
、
寺
田
市
赦

育
長
、
そ
れ
に
同
校
職
員
、
生
徒
一
般

市
民
な
ど
多
数
が
出迎
え
『
よ
く
や
つ

た
、
よ
く
や
つ
た
』
の
運
発
、
駅
頭
で

矢
野
校
長が
選
手
の
諮
闘
を
た
た
い
た

あ
と
、
佐
A
木
市
長
が
『
郷土
の
た
め

に
輝
か
し
い
成
果
を
収
め
たご
と
は
本

当
に
う
れ
し
い
』
と
お
祝
の
こ
志
は
を

の
べ
た
、
ま
た
高
橋
監
督
か
ら
各
選
手

の
紹
介
、
試
合
の
内
容
を
説
朋
し
た
あ

と
、
母
校
ま
で
オ
ー
プ
ン
カ
ー
、
ジ

ー
 

プ
で
市
中
パ
レ
ー
ド
を
お
こ
な
い
ま
レ
 

た
。
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市県民税

第二期 

8 月 31 日

納期限です 
《
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~
 

杉「 
王I 

本県の農業生産の中心は米

とりんごでありますが、な

かでも米は展業粗生産額D 
約五十％を占め、三十年以

降においてもー貫して増大

の傾向を示しております。 

水稲の十アール当り収穫が 

長野、山形につぎ全国第三位にあり、その農業技術も最高グル 

ープにあります。 それにしましても成長いちじるしい近代産業

のなかにあつて大型トラクター、コンバイン、ヘリコプターの

ような機械の利用、水稲の直播、ライスセンターの設置などと

農業経営も革新的な脱皮を要求されるようになつてきましたが

機械化の面はともかくとして、栽培技術の面からここで市内の

水稲直播の実例にスポツトをあててみたいと思います。 

これは五所川原農業改良普及事務所の指導で今年はじめてここ

ろみられたものですが、経過は良好で、今までの移植方法に勝

るともおとらない収量をあげられるのではないかと期待されて

います。 
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